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１本分析について
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本分析について
東京都２３区内で発生したすべての不自然死（死因不明の急性死や事故死など）について、死体の検案

及び解剖を行い、その死因を明らかにしている東京都監察医務院より、足立区内のデータの提供を受け、
独自に分析を実施しています。

検案対象
１ 病死及び自然死の一部
（１）医師の診療を受けずに死亡した場合
（２）医師の診療を受けたが死因不明のまま死亡した場合
（３）医師の診療中の病気と違った他の原因で死亡した場合
（４）発病又は死亡時の状況に異状がある場合
２ すべての外因死とその後遺症による死亡

不慮の外因死(交通事故死、転落死、溺死、焼死など)、自殺、他殺
３ 不詳の外因死か不明のもの

「不自然死」とは「死因不明の急性死や事故死など」であり、
当分析では「足立区内の６５歳以上の単身者の自宅での

不自然死」を 「高齢者孤立死」と定義します。



２ 年月別の集計

（１） 暦年別高齢者孤立死者数
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※孤立死者数の集計は暦年

１ 単身世帯数の増加に
伴い、高齢者孤立死者
数も毎年増加する傾向
が見られる。

２ コロナ禍の時に減少
した高齢者孤立死者数
はその後約１．４５倍
の増加に転じている。

※数字で見る足立より引用
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２ 年月別の集計

（２） 月別高齢者孤立死者数
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１ 令和６年の高齢者孤立死者
数は、分析開始以降最多の
昨年に次いで高い数値となっ
た。

２ 夏季（７月、８月）、冬季
（１月、２月、１２月）に増
加する傾向は変わりない。
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最高気温別の平均高齢者孤立死者数／日
（H28～R6累計）

３ 時期別の集計

（１） 夏季（７・８月）の高齢者孤立死者数（最高気温別）

(最高気温)

猛暑日になると、高齢者孤立死リスクが２．２倍に高まる。

（人）

猛暑日の記録日数と
夏季（７・８月）高齢者孤立死者数

猛暑日が１０日以上記録された年は、
高齢者孤立死者数が増加している。

最高気温３５℃以上の日は平均２.２人
最高気温３５℃未満の日は平均１.０人

３５℃未満の日と比較して
高齢者孤立死リスクは２.２倍
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３ 時期別の集計

（２） 熱中症死亡者（屋内）のエアコン設置及び使用状況
特別区内全域（世帯構成・年齢不問） （ｎ＝令和２～６年の６～９月累計）

エアコンを設置していた熱中症死亡者６７０人のうち、
８５．６％が使用していなかった。

設置の有無 n=970人 設置ありのうち未使用の割合
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670 人
69.1％
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（人）

３ 時期別の集計

（３） 冬季（１・２・１２月）の高齢者孤立死者数（気温差別）

気温差別の平均高齢者孤立死者数／日（H28～R6の累計）

(気温差)

気温差１２℃未満の日は平均１.３人
気温差１２℃以上の日は平均１.５人

気温差１２℃未満と比較して
高齢者孤立死リスクは１.１５倍

※気温差とは１日の最高気温と最低気温の差である。
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３ 時期別の集計

（４） 死亡直前の状況別高齢者孤立死者数（H28～R6の累計）

（人）

「就寝中」の人数は一年を通して多く、夏季（8月）と冬季（1、12月）は特に増加している。
「入浴中」は冬季を中心に（１～３、１２月）に増加している。

※ 状況別高齢者孤立死者数上位５種を集計（その他、不詳を除く）

①

①

②

②

③

③

④

④

⑤

⑤

死亡直前の状況別（全体）
死亡直前の状況別（月別）

状況別 孤立死者数 割合

就寝中 702 21.0%

入浴中 415 12.4%

休憩・休息中 238 7.1%

家事・身支度中 235 7.0%

排便中 185 5.5%

飲食中 33 1.0%

寝たきり 11 0.3%

その他 451 13.5%

不詳 1,074 32.2%

合計 3,344 100.0%



14.3日

5日

8.6日

2日
0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

10

４ 性別・年代別の集計

（１） 性別による傾向（割合及び死後経過日数の比較）
性別ごとの死後経過日数（H28～R6の累計）

（日）

男性の方が発見まで期間を要している。
また、３０日以上経過は約８３％が男性であった。

【平均値】男性１４.３日 女性 ８.６日 男性は女性の１.７倍
【中央値】男性 ５.０日 女性 ２.０日 男性は女性の２.５倍
【最大値】男性 ８１１日 女性３５１日 男性は女性の２.３倍

平均値

平均値

中央値

中央値

高齢者孤立死の件数は女性に比べ男性が、2.2倍高い。

性別ごとの高齢者孤立死の件数
（H28～R6の累計）
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４ 性別・年代別の集計

（２） 性別による傾向（死後経過日数の比較）

発見までの死後経過日数の推移（男女別暦年推移）

死後３日以内に発見される割合は、概ね男性が４割、女性が６割となっている。
死後７日以内に発見される割合は、概ね男性が６割、女性が８割となっている。
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４ 性別・年代別の集計

（３） 性別による傾向（死後経過日数と発見者の比較）
死後７日以内に発見された時の

発見者の割合
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【男性】

【女性】

男性・女性ともに家族親族及びケアマネジャーやヘルパーなどの保健福祉関係者の発見割合が
高い。また、家族親族の発見割合は、男性の方が低い。
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４ 性別・年齢別の集計

（４） 高齢者全体と高齢者孤立死の平均死亡年齢の比較
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高齢者全体と平均死亡年齢を比較すると、孤立
死した方は男性で６．４歳、女性で５．５歳早く亡
くなっている。

（年齢）

種別 孤立死 全 体

性別 男性 女性 男性 女性

H30～R6の平均 ７５．７歳 ８０．８歳 ８２．１歳 ８６．３歳



集計結果 分析

１
時期別

ア 令和6年の高齢者孤立死者数
分析開始以降最多だった昨年より減少した。
ただし、分析開始以降２番目に多い高齢者孤立

死者数である。

ア 令和６年の記録的な暑さ
（ア）全国的に気温が高い状態が続いており、夏・秋の

２季連続で季節平均気温が１位の高温となっており、
７～８・１１月は例年に比べて孤立死者数も増加し
た。

（イ）さらに東京の猛暑日は２０日、真夏日は８３日で、
いずれも観測史上最多であった令和５年の猛暑日２
２日と真夏日９０日より減少したが、７～８月の熱
中症死亡者数自体は増加した。

イ 夏季及び冬季の高齢者孤立死者数
夏季は最高気温が３５℃（猛暑日）を上回ると、

２.２倍になった。
冬季は最高気温と最低気温の気温差が１２℃を

上回ると、１.１５倍になった。

イ 夏季・冬季の孤立死の傾向について
孤立死者数には、夏季は最高気温、冬季は１日の気

温差と関連性があることを確認した。この傾向は、令
和元年度に分析を始めたときから同様である。

ウ 状況別の高齢者孤立死について
他の月と比較すると、就寝中は１、８、１２月

に、入浴中は１～３月と１２月に高齢者孤立死が
増加している。

令和６年の熱中症死亡者のうち、８５．６％が
エアコンを設置しているのに使用されていなかっ
た。

また、エアコンを設置しているが未使用であっ
た割合は昨年度に比べて微減した。

ウ 状況別の孤立死の増加について
（ア）令和６年度の屋内の熱中症で死亡した方のエアコ

ンの使用割合は昨年に比べて約３ポイント増加した
が、いまだに１０％台と低レベルである。今後も創
意工夫を重ね、高齢者にエアコンの使用を促してい
く必要がある。

（イ）冬季に増加する入浴中の孤立死については、ヒー
トショック対策が必要である。
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５ 集計・分析結果

（１） 「２ 年月別の集計」「３ 時期別の集計」の集計・分析結果

P６、８

Ｐ４、５

Ｐ７、９



集計結果 分析

２
性別・
年代別

ア 高齢者孤立死者数と経過日数の比較
男性の方が高齢者孤立死者数が多い傾向は変わ

らない。
また、死後３日以内に発見される方は男性が約

４割、女性が約６割となっている。

ア 男性の孤立死・経過日数について
（ア）孤立死者数及び発見までに要した平均経過日数は、

女性に比べ男性が大幅に上回っていた。過去の集計
結果と比較しても同じ傾向にある。

（イ）コロナ禍以降、死後７日以内に発見される割合が
低迷している理由としては、コロナ禍で疎遠となっ
た人間関係が完全には戻っていないことが考えられ
る。

イ 発見者の比較
男性、女性ともに家族親族・保健福祉関係者の

発見者割合が高い。

イ 発見者の割合の推移について
（ア）男性、女性ともに家族親族・保健福祉関係者の発

見者割合が高いが、死後３日以内に比べて死後７日
以内の家族親族・保健福祉関係者の発見者割合は低
下し、一方隣人・管理人の発見者割合が増加してい
る。

（イ）性別を見ると、死後３日以内に比べた死後７日以
内の発見者割合は、男性が配達人、女性が知人につ
いて増加している。

（ウ）配達人の発見者割合が増加しているのは、絆のあ
んしん協力機関へ登録した配達業者による見守り活
動の一定の成果と考える。

ウ 高齢者全体との比較
高齢者全体と比較すると、孤立死した方は、男

性で６.５歳、女性で５.９歳早く亡くなっていた。

ウ 孤立死の早逝要因について
単身高齢者が早く亡くなる要因として、緊急通報対

応ができないことや生活習慣の乱れ等が考えられる。
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５ 集計・分析結果

（２） 「４ 性別・年代別の集計」の集計・分析結果

Ｐ10、11

P１３

Ｐ１２



対応方針 具体的な対策

内容

Ｐ１4の分析結果からこれまで通り以下の対応の継続が重要であると再認識した。
ア 熱中症対策

（１）「１ 死亡時期別の集計」の集計・分析
結果のア、イ、ウを参照。

ア 熱中症対策
（ア）エアコン使用率が上昇しているものの高齢者孤立

死者数は微増しているため、室温を下げる効果的な
エアコンの使用について更なる啓発を進める。

（イ）令和７年度はエアコン使用を訴える強いメッセー
ジを掲載したうちわやチラシを作成し、配布。

（ウ）エアコンを使用しない理由として「冷たい風が嫌
い」「暑いと感じていない」「電気代がもったいな
い」等がある。エアコンの使用につながっていない
方には温湿度計を配付し、適切な温湿度管理等も引
き続き呼びかける。

イ ヒートショック対策
（１）「１ 死亡時期別の集計」の集計・分析

結果イ、ウを参照。

イ ヒートショック対策
（ア）令和７年度からヒートショック対策の注意喚起メ

ッセージ入りのタオルを作成した。
（イ）実態調査やわがまちの孤立ゼロプロジェクトを実

施している町会・自治会への提供を継続するととも
にヒートショック対策メッセージの工夫、配布方法
等の改善も検討する。
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５ 集計・分析結果

（３） 集計・分析結果に基づく今後の対応方針①



対応方針 具体的な対策

内容

Ｐ１5の分析結果からこれまで通り以下の対応の継続が重要であると再認識した。
ウ 男性の孤立対策

（２）「２ 性別・年代別の集計」の集計・分
析結果ア、イ、ウを参照。

ウ 男性の孤立対策
（ア）就労時期から地域との関わりを持つよう声掛けを

することにより、孤立予防の効果が期待できるとの
考えから、これまでは男性の孤立について絆のあん
しんネットワーク関係者に絆のあんしんネットワー
ク連絡会等で共有しており、継続する。

（イ）今後は運送業者・警備会社等働く男性が多い事業
者等へ直接働きかける。具体的には、絆づくり担当
課職員が事業者の朝礼等の時間を利用し分析結果を
示し啓発を行う。
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５ 集計・分析結果

（３） 集計・分析結果に基づく今後の対応方針②


